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本
校
は
、
北
に
三
王
山
、
南
に
那
珂
川
を

臨
ん
だ
台
地
上
に
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
校
舎
は

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和　

年
（
１
９
７
０
）
に
改
築
さ
れ

４５

現
在
に
至
り
、
今
年
度
で
創
立
１
３
３
年
を

迎
え
ま
し
た
。
児
童
数
は　

人
、
職
員　

人

８８

１４

の
小
規
模
な
学
校
で
す
が
、
児
童
た
ち
も
職

員
も
元
気
に
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
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本
校
で
は
、
戸
祭
久
則
校
長
の
「
継
続
は

力
な
り
」
の
教
育
方
針
の
も
と
、
全
児
童
が

学
習
や
運
動
に
熱
心
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

学
習
で
は
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、

漢
字
や
計
算
に
お
け
る
「
や
る
気
の
で
る
テ

ス
ト
」
を
月
一
回
実
施
し
、
全
員
目
標
達
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
児
童
た
ち
が
朝

の
リ
レ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
、
な
わ
と
び
等
の
運

動
を
自
主
的
に
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
市

陸
上
競
技
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
キ
ン
グ
に

お
い
て
好
成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。
体
力
つ

く
り
で
は
、
昨
年
度
の
県
の
奨
励
賞
に
続

き
、
今
年
度
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
諸
活
動
に
お
い
て
は
、
少
人
数
の

固
定
化
さ
れ
た
人
間
関
係
の
改
善
か
ら
異
学

年
集
団
（
縦
割
り
班
）
を
導
入
し
、
飼
育
や

清
掃
、
さ
つ
ま
い
も
栽
培
で
の
勤
労
生
産
活

動
、
歩
く
会
等
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
高
学
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
性
や
下

級
生
を
思
い
や
る
心
、
動
植
物
の
自
然
を
愛

す
る
心
等
が
培
わ
れ
て
い
ま
す
。

（長倉1315　�55-2536）
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産
土
学
習
と
は
、
地
域
の
人
や
物
、
こ
と

等
か
ら
学
ぶ
学
習
の
こ
と
で
、
長
倉
小
で
は

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
人

材
を
活
用
し
連
携
を
図
っ
た
活
動
に
は
、
授

業
前
に
行
う
読
み
聞
か
せ
、
和
太
鼓
演
奏
、

茶
道
教
室
等
が
あ
り
ま
す
。
児
童
た
ち
が
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
で
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、
和
太
鼓
演

奏
は
、
全
学
年
で
行
い
、
上
学
年
は
、
櫓
太

鼓
・
締
太
鼓
・
竹
太
鼓
を
演
奏
し
、
下
学
年

は
口
伝
や
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
演
じ

ま
す
。
演
目
は
八
丈
島
太
鼓
「
ド
ン
ド
ラ
」

と
ぶ
ち
合
わ
せ
太
鼓
の
２
曲
で
、　

月
の
市

１１

児
童
音
楽
会
で
は
講
師
の
先
生
か
ら

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
一
シ
ー
ン
を
観
て
い

る
」
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、　

月
１２

の
県
芸
術
祭
小
中
学
校
合
唱
合
奏
大
会
に
常

陸
大
宮
市
・
大
子
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
も
講
師
の
先
生
や
来

場
者
の
方
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
、
県
の
表
彰
も

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
地

域
の
素
材
を
生
か
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
作
り
や
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
飼
育

等
は
毎
年
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
に
埋
も
れ
踊
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
た
長
倉
音
頭
に
つ
い
て
は
、
児
童
た
ち
が

内
容
を
地
域
の
方
に
聞
い
た
り
、
自
ら
調
べ

た
り
し
て
発
掘
し
、
振
り
も
付
け
て
復
活
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
の
中
だ
け
で
な

く
長
倉
七
夕
祭
り
や
運
動
会
の
場
で
地
区
の

方
々
に
披
露
し
踊
ら
れ
る
な
ど
、
学
校
か
ら

地
域
に
発
信
し
、
高
評
を
得
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
年
度
の
「
学
ぶ
楽
し
さ
体
験
記
」
に

お
い
て
、
長
倉
音
頭
を
題
材
に
し
た
学
習
の

成
果
が
認
め
ら
れ
、
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

２
年
後
に
は
学
校
統
合
の
話
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
特
色
あ
る
学

校
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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